東日本の海底地震観測網データからのナガスクジラ鳴音の発掘 by 岩瀬, 良一 & IWASE, Ryoichi
 *  Excavation of fin whale vocalizations from seismograms of ocean bottom cabled seismometers off the coast of east Japan 




























































れぞれ，1.5 km/s と 2329 m）とする単純化した
仮定の下，ハイドロフォン波形上の鳴音の直達
波と多重反射波の到達時間差（Time Difference 





角が約 60 度と推定された 5)．この入射臨界角
に対応する音源までの水平距離は約 4 km であ
る．入射臨界角が 60 度で海中の音速が 1.5 km/s
の場合，Snell の法則から，海底表層の P 波速







きる 7)．Fig. 1 は，この関係式に基づき，両者
の関係をグラフ化したものである（以下，理論
値と呼ぶ）．グラフ化にあたり，海中の音速及
び密度をそれぞれ 1.5 km/s 及び 1.015 g / cm3と
し，海底の P 波速度及び密度をそれぞれ 1.73 
km/s 及び 1.4 g / cm3とした．横軸は水中音波の
入射角，縦軸は透過波の見かけの送出角である．
但し，黒い実線は P 波の送出角を示し，それ
以外の曲線が，各々凡例に示す 0.1 km/s から
0.9 km/s までの海底の S 波速度に対応した
 P-SV 合成波の見かけの送出角である．Fig. 1


















Fig. 1 Relationship between (estimated) incidence 
angle of pressure wave from water into the 
seafloor and (apparent) emergence angle of 
converted P or P-SV wave transmitted under the 
seafloor. Curves denote theoretical results based 
on Zoeppritz equation and dots denote estimated 























100Hz）のうち，2004 年の 11 月から 2006 年 4
月までの期間について，主に冬季を対象として
防災科研の Hi-net の web ページを通じてダウ
ンロードし，鳴音の有無を調査した．調査方法
は，地震計の 3 成分全てについて，1 時間毎に
スペクトログラムを描画し，目視で確認した．
その結果，文献 3 への掲載例を含め，三陸沖及
び房総沖の地震計については 1 月~3 月までの
間に毎年 2，3 例ずつ，一方，相模湾の地震計

























興機構(JST)の CREST によるものです． 
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